＜マイナーメンテナンス教育資料＞
Ｓ６１.４.９作成

　配管のＢＯＬＴ　ＮＵＴ増締め

ＦＬＡＮＧＥ　ＧＡＳＫＥＴ交換に関する資料

［必要工具類］

	・スパナ

・ハンマー（ベアロン製）

・ＧＡＳＫＥＴペースト（ネバーシーズ）

・ワイヤブラシ

・ヤスリ
	・その他（必要に応じて）

チェーンブロック

フランジ、オープナー


［ＧＡＳＫＥＴ装着に先だち注意すべき事項］

１）相対するＦＬＡＮＧＥとの平行度は良いか。

２）ＦＬＡＮＧＥが変形していないか。

３）接合面に腐食、傷等はないか。

４）接合面の清掃は完全か。

５）相対するＦＬＡＮＧＥの間隔が必要以上にあいていないか。

６）ＧＡＳＫＥＴの仕様寸法に誤りはないか。

７）ＧＡＳＫＥＴに塗布するＧＡＳＫＥＴペーストは適正か。

８）ＧＡＳＫＥＴ及び接合面に異物が付着していないか。

９）締め付けＢＯＬＴに誤用はないか。

１．ＦＬＡＮＧＥ取付（ＧＡＳＫＥＴ装着）に関する注意事項

１）ＦＬＡＮＧＥの取付は、ＦＬＡＮＧＥのＢＯＬＴ穴が定められた中心線上に対象になるように取付けること。

但し、機器に接続されるＦＬＡＮＧＥは、機器側のＦＬＡＮＧＥ　ＢＯＬＴ突に合わせて取付ける。

２）挿入するＧＡＳＫＥＴの両面には、使用条件に適したＧＡＳＫＥＴペーストをうすく均一に塗布すること。

又、締め付けＢＯＬＴにもペースト（ネバーシーズ）を塗布する。

３）系統別にＧＡＳＫＥＴの使用区分がされているときはＧＡＳＫＥＴの誤用に注意すること。

　

	使用するＧＡＳｋＥＴ
	｛
	Ｖ#１５０１　------　緑１５０ＬＢ　黄３００ＬＢ

（シーパー）

	
	
	Ｖ#５９６　　------　赤３００、６００ＬＢ

（ボルテックス）　　 緑１５０ＬＢ
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２００℃以上の高温部分
（反応系、Ⓗ、ＨＰ.ＳＴＭ etc ）

４）ＧＡＳＫＥＴを挿入する時に異物をかみこまさないように注意すること。
５）ＢＯＬＴの締め付け手順

ＦＬＡＮＧＥ　ＢＯＬＴは対角線上に（番号順）４～５回にわけて徐々に強く締めて行き、最後に全体が均一になるようにする。

片締めに注意する。

・垂直方向のＦＬＡＮＧＥの場合、締めている最中に異物のかみ込みを防止するため、①←→②で均等に締め、ＦＬＡＮＧＥ　ＦＡＣＥが接触してから③、⑤、⑧の対角線を順に締め付けること。

・水平ＦＬＡＮＧＥでは上下の順序関係はない。

６）ＢＯＬＴの誤用に注意し、当該ＦＬＡＮＧＥに適合したＢＯＬＴを使用する。

ＢＯＬＴの長さは、ＢＯＬＴ　ＮＵＴから２山程度出る長さのものを使用しなければならない。
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７）ロードアップまたは再スタートの場合には必ず増締めを行なうこと。

［参考資料］

ＧＡＳＫＥＴを締め付けるときには、適正締め付けが必要である。

これは、残留応力（ＧＡＳＫＥＴを締め付けて流体の圧力が、かかったときに、漏れの起らない限界の締め付け応力）とＧＡＳＫＥＴ係数（ＧＡＳＫＥＴの幅、厚さとの関係や、流体圧力とＢＯＬＴに生じる引張り応力から算出される数値）によって決まってくる。

従って、締め過ぎ、片締めにならないように注意すれば、十分に漏れを止めることができる。

ただし、重要機器の接続ＦＬＡＮＧＥは特に注意し、トルクレンチや隙間ゲージ等を用い、均等に締め、局部的な偏心や過度の締め付けによるゆがみを生じさせないようにすることが肝要である。

２．ＦＬＡＮＧＥ取外し（バラシ）に関する注意事項
１）ＦＬＡＮＧＥをゆるめる前に、必らず内部の残圧、残ガス又は残液が取り除かれていることを確認する。

薬品類　　　　----　内部の液が完全に除去されていること。

ガス・油類　　----　内部のＧＡＳ油が　　　〃

＜高温流体＞　----　内部が常温近くまで冷却されていること。

２）ＦＬＡＮＧＥをゆるめる際には、保護めがねを必ず着用し、必要に応じてゴム手袋、顔面シールド等を着用すること。

３）ＦＬＡＮＧＥをゆるめる時は、できるだけ作業位置に対して反対側（裏）からゆるめるように心掛ける。

万が一、圧抜き不良で内部流体が吹き出しても、身体にかからないようにするため。

４）ＢＯＬＴ　ＮＵＴが著しく腐食しているものは新しく取換えること。

以上
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